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｜ 鎚教育？戸空Ecj�CCi空？ワ ｜ 
左は国際教祭大学のカリキユラムの
ー由民基盤教育の芸術・人文科学分野
Ii:スズキ・メソードアンサンブルの
ヲイトルがある芸術・人文科学

興術史
提術

社会学
政治学
心理学
文化人煩学
寝境M学

世界における日本の興術
曹議史

生物学入門
生物実酸
化学入門
化学実騒
物理学入門
街理実般
教舞妓字
代敏学

地理学｛白書者・文化）
世界史

葺葡白書楢崎｛音量と酒揖1
;u:キーメソードアンれ初L
英題文字

比駁文化画面
人口学
ビジネスと経涜学の世界
経済学原理ミヲロ

英文学と跨の世界
英米民衆文化臨
文明と思想文化
西洋思想文化

微積分学
統計学
置字・自信科宇留学科目

教育制度蛤
日本置憲法と法
社会側学思湖と理脇
佳会将学留学14§

東洋思想文化
制学史
映画学慣面白
日本の伝統芸能
灘北文化入門
枚図文化入門
芸術・人主将学留学羽田

音楽実妓（スズキ・メソードアンサンブル）シラパス
科目コード：MUS201 (1単位）

日時：金曜日 19:50-21’：30 

II所・音楽室
温： 14週

但当微風：
安部虚子｛非常勤揖飾）、 中‘嶺雌（教綬）、
渡辺玲子｛特任教媛）
必要に応じて外郡燭師を！日開

俊集仮要：
管楽lま世界共通書店である．楽援を；演習署

することで他者とコミュニケーションする
強い能力を演奏者に与える． この筏能は本
学の学生にとって、 事築後も質量なツール
と4よる．室内楽に参加することで、 学生は
友人と音楽を楽レ〈学ぶために協力するこ
とになる．

この俊策は音楽を専門に噂攻する学生の
ために開踊されるわけではなく、 どのレベ
ルの学生でも、 本学の室内海で音量陸を楽し
みたいという学生すべてが対象となってい
る．室内楽団参加希箪者、 ヴァイオリン演
奏希盛 者、 他の楽器演実希鑓 者の本授業受
飾生は、スズキ ・ メソードf旨場曲集と教本rパ

イオリンランド』の2 つの学習方法を利用
する．後者の教本は指鴻教育である安部慶
子先生が著者．

この俊策にはスズキ・メソードの基本的
な理箇や哲学に関する鶴緩や封筒も含まれ
るが、 中心は演饗実径の措置議である．鰻終
目的はAIU室内楽団として演奏すること．
ぜひ刈U室内楽団へご嘗加ください．

目的：
大学の行事で演奏することを目的とする。

敏材：
・鈴木鏑ー蕃rスズキ メソード鈴木鎮ー

ヴァイオリン指導路線』 1巻～3巻 （全音

Suzuki Method 79 

楽四出版社）
・安侃鹿子、樹原；京子著『パイオリンランド』

1～3 （音楽之友社）
－安部慶子編rこどものバイオリン名鈎集』
（脅策之友社）

－中嶋嶺鍍蕃 『音楽l草生きるカ』（西村．店）

受..件：
楽寝演奏の経肢の有無は問わない．弦楽器
もしくは管楽穫を演奏したいという興味が
ある学生が対象。 楽銀を所有している場合
は符怠のこと．

Ii雛野価：出席によるE平価

疫療スケジュー｝�：
郷1週晶、ら第4週
(9月4目、 5目、 1 8目、25日｝
目パッヘルベルのrカノンJの演漢を通じて

の波術的かつ芸術的な学習
. rスズキ・メソード 鈴木鎖ーヴァイオリ

ン指導曲線J 1巻よりバッハのrメヌエッ
ト1番、 2番J （合奏パート）

. rパイオリンランドs 1巻1、 2
正しい呼扱法と遷弓法について

．初£唱のためのnoteの続み方
2巻の29ベージのレッスン5までの学習
と；買契

llt5週（10月2日｝
中．先生による民義

rスズキ・メソードとは？ーその留学と学術
的アプローチについて』

第6週から第8遇
(101'}98、16目、 23自）
. rスズキ・メソード 鈴木鏑ーヴ7イオリ
ン指導幽興』1巻よりパッハの『メヌエッ
ト3番J （合奏用｝
rバイオリンランドa 2巻 43ベージのレッ
スン6から8まで

国際教餐大学の媛裁はすべて築館で
行なわれる．したがって、配布される
資料も葵箆となる．ここで紹介した日
本文は、下の英文の邦訳

…’”・明日叩－B"
一…一町一·－一一ー－－
｝一一・一一町一－－·一一一一一ー｝・ー“－－·一一一・均一四一一一一一甲田町一－
一－－一一－一一一一一“一一一一｝』一一一一一一一一…－－曲一一一四四日裕一目白山一－－…一一…一一一……一一……一日間一－一…一一』ー
一一司．．』”一

・駒一一…一一一－－·占』

‘一一－……一…一一－…一－一一一・品目

回目・＿..凶－一一一一『
・｝引....＂－』』同砂一月·- •• i ・ 2一一一・‘・・一一一一一日幽同駒山田町一‘間同
山山由勾…4・』一、h・｝｝，柏崎山一一H
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第9週から第11週
(11月6目、13目、 27日｝
. rスズキ メソード 鈴木鏑ーヴァイオリ

ン指導曲集J 2巻よりゲオルタ・フリード
リヒ ヘンデルのf合唱・ユダスマカベワ
スJ （合費用）

－りてイオリンランド』2t/!のレッスン9と
10 rさくらさくら二重奏Jおよびrきら
きら毘三量奨篇J

目『こどものパイオリン名曲集』よりrおじ
いさんの古時計二重奏J

第12週から第14週
(12月4目、 11目、 18日）
rパイオリンランド』1よりrきよしこの夜J

旋偉邸分
.rクリスマスのためのパイオリンニ鍾奏J(G. 

Schim唱rUJ
パッハのMarcia BWV 131 r主よ、 深宮
淵よりわれ汝を呼ぶ』、AriaBWV517rな
にゆえに恋しむや‘ わが心』
パッヘルベルのfカノンJ !llJ 



全国指導者研究会先生たちの真剣学的

11,l:終日に行なわれた根深J行革手育ーによるむii炎はl主どさだった。 ヴァイオリンの2パートが容Jlt.にi均り、舞台lニはヴィオラとチェ

ロという配Ir/で、車r�r.な轡き。 モーツアルトの弦淡V4ill�1ll1 !.ff 15務ニ骨J，澗K.421の第l、 3ヨ！！fo'iが泌4きされた

全国の指導者たちが一堂に会し、 精力的にレッスンや研究発表、

意見交換に励む全国指導者研究会が、 今年も浜松で5月25日～

28 日 に開催されました。 ヴ、 ア イオリ ン・ ピア ノ ・チェロ ・ フルー

ト、 そしてヴ、ィオラ科の指導者たちの様子を紹介します。

ヴィオラ�11、 川4:;{!, Fさん（l1.W1Jl山［河・牧野下｜問先’i二世ラ

スii\身 ） をllttんで、 1 �；｛ド誕 ’ l ： し たばかりのヴィオラ』：地rn
の間二JSと心念品協
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「グローバル化とスズキ・メソードjと題されたけ：紙片＇ilUfo会長

による滞泌では、「発進）JJが·n裂であること、 メルボルン
のtit舛大会の感!i！など、，j;U主に·1�んだお，！［；をいただいた
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